
 

 

 

 

 

＜「読書週間に寄せて」～ミステリーに学ぶ「伏線」の大切さ～＞ 

校  長  佐 野  公 雄  

１０月の後半から、急に冷え込むようになりました。日没も早くな

り、本格的に秋の深まりを感じています。秋の夜長には、自分の趣味

の時間を少し多く取れるようになりますが、よく「読書の秋」「スポー

ツの秋」「芸術の秋」などと言われています。私も、１１月に開幕する

サッカーワールドカップのテレビ観戦を楽しみにしていますが、自分

自身も運動する機会を増やしていこうと思っています。また、映画館

の「シニア割」が使える年齢になったので、大好きな映画鑑賞も今ま

で以上に楽しみたいと考えています。しかし、やはり一番のお勧めは

読書です。１０月２７日（木）から２週間の読書週間も始まっていま

すが、ぜひ、心に残る本と出会って欲しいと思っています。とくに感

受性が強く、多感な中高生の思春期に出会って感動した本は、読んだ

人に力と勇気をもたらし、その後の人生で悩んだとき、苦しんだとき

に、心の支えとなってくれるからです。右のポスターは、今年の読書週間ポスターイラスト募集で

大賞を受賞したイラストと標語募集で入選した標語です。「ありがとう」といえる一冊に出会える

ことを期待しています。 

私は最近、テレビで『霊媒探偵・城塚翡翠』が放送されると聞いて、相沢沙呼の城塚翡翠シリー

ズの新作『Invert II 覗き窓の死角』を読みました。１作目の『medium 霊媒探偵城塚翡翠』（講談

社）は、当時中学生だった息子が、「ミステリー５冠！ 本年度№１」という帯を見て興味を抱き、

なんとハードカバーのその本を自腹で買って読み、私にも是非読んで欲しいと進めてくれた本で

す。本当に面白く、一読してラストに衝撃を受け、「すべてが、伏線」と謳われているその伏線を

確かめたくて、すぐにまた読み返したことを思い出します。２作目以降は私が購入し、息子と読ん

でいます。先日から始まったテレビドラマも、読んでいない他の家族に結末を話せないジレンマを

抱えながら、楽しんで見ています。ミステリー読者の鉄則「読んでいない人の前で、決してトリッ

クや犯人を言わないこと」ですから。 

さて、時折ミステリーには「伏線」という言葉が使われますが、私は人生の良しあしも「すべて

が、伏線」なのではないかと思っています。例えば大会で結果を残せたとき、それまでの練習でど

んなことをしてきたのか、どんなことを乗り越えてき

たのか。振り返るときっと「伏線」に心当たりがある

と思います。結果が出せなかったときも同じです。そ

こに至るまでに、しなければならなかったことがあっ

たのではないでしょうか。これから、受験に向かう３

年生も、進路実現のための「伏線」をしっかりと張っ

ておいてください。苦手教科の復習、面接練習、受験

校の下調べ、過去問への取り組み、入試日程の確認。

そして、ともに受験に臨む仲間たちへの思いやりと絆。

すべてが合格への「伏線」となるはずです。       ©『medium 霊媒探偵城塚翡翠』講談社 
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１０月の二中生 

学習の深まる秋、授業中はグループワークで学習活動をしたり、生徒がタブレットを

使用したりして主体的・対話的に取り組んでいます。１０月は前期後期の入れ替わり時

期で、日課表の変更や生徒会役員選挙が行われ後期の委員会活動が始まっていま

す。１２日（水）には全校道徳「いのちの授業」があり、第一線で活躍されているジャー

ナリストの岩澤先生から貴重な話を聞く機会がありました。１１月２１日（月）にも PTA

による「命の大切さを学ぶ教室」があります。どうぞお楽しみに。 

● 生徒会役員選挙 

９月に選挙管理委員会が立ち

上がり、各学年の委員が準備を

行ってきました。当日は、１、２年

生が教室にて投票を行い、３年

生は、体育館にて投票箱を使用

し、緊張感のある中で投票を行

いました。１票の重さや責任、ま

たその意義をしっかりと胸に刻

み参加しました。 

候補者は、信任選挙の中、

「二中生のためにより良い学校

を創る」という熱い気持ちをもっ

て演説に臨んでいました。 

 

● 東葛駅伝 

● 合唱コンクール 
清々しい秋晴れの中、３年ぶ

りに合唱コンクールが開催され

ました。たくさんの保護者の方々

に見守られながら、これまで練習

してきた成果を存分に発揮して、 

どのクラスも素晴らしい歌声を

ホールに響き渡らせていました。   

特に３年生の歌声は表現力が豊

かで、気持ちのこもった姿は、後

輩や保護者を感動の渦に巻き込

んでいました。この行事で学んだ 

ことを、普段の学校生活の中で

生かしてほしいと思います。いつ

も傍で見守り、寄り添い、また励

ましてくださった保護者の皆様に

心より感謝申し上げます。ありが

とうございました。 

第７４回東葛飾地方中学校駅伝 

競走大会が１０月１５日（土）に開催 

されました。天候が心配されまし 

たが、二中生は万全の準備をして 

臨むことができました。結果は１９ 

位でした。選手の皆さん、たくさん 

の勇気と感動をありがとうござい 

ました。そしてご声援ありがとうご

ざいました。 

 

 

１１月の主な予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事 

１ 火 面談期間（３年）～９日（水） 

３ 木 文化の日 

１０ 木 千教研（給食なし） 

１１ 金 Ｘ線側弯症検査 

１２ 土 諸活動停止～１８日（金） 

１７ 木 期末テスト①（給食なし） 

１８ 金 期末テスト②（給食なし） 

２１ 月 PTA講演会 

２３ 木 勤労感謝の日 

 ※ 本年度の卒業式は3月１４日（火）です。 

新型コロナウイルス感染症による対策助成金・支援金 

について（お知らせ） 

このことについて相談窓口が開設されていますので、該当の

方はご利用ください。 

1. 厚生労働省ホームページ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_10231.html 

２. 専用コールセンター 

０１２０―８７６－１８７（土日・祝日含む９時～21時） 

 

「セクハラ相談窓口」について 

本校には「セクハラ相談窓口」を開設しています。

いじめやセクシュアル・ハラスメント等、嫌な思いを

したり困っていることがあったりしたら、いつでも

相談してください。 

※担当：坂口教頭、祖母井教諭(1年)、鷲谷教諭（2年）、 

宍戸教諭（3年）、大村養護教諭 
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